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【学科】 

第1章 赤十字救急法について 

１. 赤十字救急法とは 

病気やけがや災害から自分自身を守り、けが人や急病人を正しく救助し、医師または救急隊など

に引き継ぐまでの一次救命処置と応急手当を赤十字救急法といいます。 

 

２. 市民が行う一次救命処置と手当の基本 

手当の基本（観察、体位）・心配蘇生（胸骨圧迫、気道確保、人口呼吸） 

AED を用いた電気ショック・気道異物の除去 等がある 

 

３. 救急法を実践する際の心得 

〇自分自身の安全を確保する。周囲の状況を観察し、二次事故（災害）の防止に努める 

〇原則として、医薬品はしようしない 

〇あくまでも医師または救急隊などに引き継ぐまでの手当にとどめる 

〇必ず医師の診療を受ける事をすすめる 

〇死亡の判断を行ってはならない 

 

４. 救命の連鎖 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 心配蘇生（CPR）とは 

傷病者に反応（意識）がなく、普段通りの呼吸でない場合、あるいはその判断に迷う場合は心

停止と判断し、胸骨圧迫と人工呼吸を行い、循環と呼吸の機能を代行する手当を心配蘇生という 

※傷病者が動き出すか、医師または救急隊などに引き継ぐまでは、救助者の判断で心配蘇生を中

止してはいけない 

※救急車が要請を受けてから現場に到着するまでの平均時

間は、全国平均で 8.9 分（令和２年中） 

呼吸や心臓が止まった人が助かる可能性は、時間の経過とと

もに低くなり、救急車が到着するまでの間に一般市民による

一次救命処置が行われる事が重要です。 

救命の連鎖とは、日常生活での心停止の予防やもち

ろん、傷病者を発見した時に状況を迅速に判断し、救

急車をすつに呼ぶ事や市民による心配蘇生や AED を

用いた電気ショック、医師又は救急車への引継ぎな

ど、救命のスムーズな連携を４つの輪に例えており、

輪が途切れる事なく繋がる事により、救命率が向上す

る事を表している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民による AED を用いた電気ショック】 

・心停止から５分以内に電気ショックを行えば救命率は特に高く、市民による

AED を用いた電気ショックの有効性がしめされています。 

・AED が到着するまでの間に心配蘇生を実施する事はもちろん、AED が到着して

からも、AED が電気ショックは不要と判断したとき、AED による電気ショックが

終了した時など、直ちに心配蘇生を続ける事が大切です。 
 

 
 AEDの管理、設置場所を明示すること！ 
 AEDのメンテナンスそ日頃からしっかりと！ 
 AEDの設置情報（日本救急医療財団全国AEDマップ） 

胸骨圧迫（心臓マッサージ）

強く、速く、絶え間なく 

が重要！ 


